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来京零私凡:ミ会、殺

WrL，代のli'.l (長井市)土偶群像より

巻頭の言葉
平吹 利昭

本年 6月、 41年卒の同窓生で結成されている「四一会」東京支部の総会

が那須で開催された。毎年、首都圏を中心としたメンバーが交代で運営し

ており、本年の総会には、遠くは山形・仙台からも参加者が集った。

毎回の事であるが、卒業後二十数星霜の時をタイムスリップし、頭髪の

薄いオジンも肱数の増えたオパンも一瞬にして高校生へと変身していくの

であった。今回は、宿泊での総会ということもあり深夜まで語らいが繰り

広げられ、 R7右の呪縛から解き放たれた楽しい一時を過ごすことが出来た。
先Hは「東京鷹桜同窓会」の学年幹事会に小生も参加させて項いた。この場でも時と共

に先輩後輩との隔壁が無くなり、楽しい語らいの場が幾組も出来、 しばし和やかに過ごさ

せてI頁レた。幾星霜を経ょうが、同窓会は時の流れを忘れさせ楽しい時を提供してくれる。

人聞は、誰しもが帰巣本能を持っていると言う。青春真っ直中の高校は、青春への帰巣

でもあり、諸先輩や事務局の方々の努力に拠り当会が長年継続され、発展していることは

実に有り難し、。母校と「鷹桜同窓会」が今後も益々発展する事を祈念し筆を置く。

(昭和41年卒)
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同窓、に思う

東京践桜同窓会の子号線ーにはご健

勝にでご活躍のこととお喜び巾し

卜げます。|品l窓会運常はもとより、
学校の教育雨量)1全般に亘り、皆様

からは常に変わらぬ温かいご支援

とご協力を賜り、まことに有難う

ございました。恵、まれた教育環境の111で¥平素の
学校連常が川滑に推進てきましたのは管様の力強

いお支えがあってのことと改めて心よりお礼中し

土ーけ、ます。

私はHR利58年より 6年間、教諭として町校長井

市校に勤務しました。同窓会事務同の私の分担は

同窓会の支部結成の推進と名簿作成でした。責支

部の長い歴史と有意義な活動については私向身も

f討つてはおりましたが、水野校長先生の「地元に
も支部を結成し、力強い同窓会を。」の指示によ

り、 ~l体的な全体計画を作り、可能な地域より支

部結成を推進することになりました。大一|止，出の旧

長井町は小出と宮の2支部と し、周辺は介併以前

の作地域を支部とする、白鷹町は全体を 1支部に

するか、それとも東西の 2支部にするか等いろい

ろ検討を市ね、いよいよ事務局提案として役員会

において真剣に討議いただし、t:.胞t友会館二階和室
の線千など昨日のこと のように思いlI'lされます。

結成椛進の要はそのまとめ役をどなたにお願いす

るかということでした。1nfしろIRl!iIJrll学・ ILI制高
女を母体とする伝統校であり、それぞれの地域に

は多|汁斉済、まとめ役はやはり地域の同窓生守リ

ードする重鎮ということになり、有難L、ことに若

輩の私は、多くの大先輩に直後お会いする機会を

得ることができた。まず地元は宵支部結成という

ことで、樋口虎雄氏(昭8卒)にまとめ役をお引

き受けし、ただき、名簿作成、規約の制定、第 1凶

総会の実施、それに本部同窓会先行の同窓会報の

全員への配布など短期間の中に推進されました。

宮支部に続き、まとめ役の)J々 を中心とした地域

の同窓生のお骨折りにより、長井市の各地域、白

舵 ・飯盟と次々新支部が誕生し、既存の支部活動

小林征二郎
(前長)1'ω校校長)

も一段と強化されました。新支部結成に際しては、

立支部をはじめ、赤湯支部(赤光会)、県庁内支部

などの、年代を越え、同窓乍としての心の紗を深

めるための様々な取り組みを参考にさせていただ

きましたことは言う までもあり ません。呪イE眠桜

同窓会は17の支部を擁する大きな組織となってお
りますが、結成の当初何らかの形で係わりを持っ

た一人として、本音11・支部の同窓会の益々の発展

を願わずにはおれません。

凶らずも平成 8・9年度の 2年間は校長として

勤めさせていただきました。教論としての6年間

の経験を通して、母校長井出校の全体像は円分な

りに把握していたつもりではありましたが、教員

生活の最後となるであろう勤務が母校ということ

で、校長職を拝命したときのイモの重さをその時ほ

ど感じたことはないように思います。大正9年京IJ

立の伝統校、校訓「万物我に備わる」を継泳し、

文武両道を口指す学校、地域の中核校としての存

在、 l万9千余名の卒業生、当面の課題としての

大学進竿:令係者のア ップなど今思えば取り留めも

なく、 しかも鮮明に一つ一つを意識したのは この

時のように思います。私I:J:長井南 11nl、31年の卒

業になりますが、校舎はもちろん!日制rll時代その

まま、人'予式・卒業式も移築所Iの講堂の時ですか
ら、校地の周辺は、まさに校歌にある rJ川市ヶ原」

の風情を十分留めておりました。校合正I"J前の道

路の西側には幾本もの桜の大樹があり、佐花畑没

の頃の芙しさを時々思い出しております。

校舎11:門を入ってすぐの所に松の老樹がありま

す。「建学の松」て。すが、これは|円制長11'の削設に
尽力された横山孫助氏が創立当初にご寄贈された

ものです。横山家の庭より、特製の慢で在校生が

交替で運び、移値されたと記録に残されておりま

すが、推定樹齢2百年の風俗は長井高校の長い歴

史を物語っているように思います。

平成12年創立80周年を迎える我が母校の限りな

い発展と18t会の皆様のご健勝を心よりお祈り rllし
卜-げます。ありがとうございました。(lIi{利31{1三千:) 
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懐かしい顔・かお・カオ

現会長、高橋俊龍氏より前会長高橋正二氏に本

部同窓会功労賞授賞 お祝いの花束贈呈

いつまでもあ若い菅問先生のまわり

いつまでも若い教え子達

( 3 ) 

若い同窓会員達もだくさん。歓談風景

本年幹事学年。丸川当会副会長をはじめ、831
年卒の本年度幹事の皆さんです。注目/
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鷹桜同窓会会長ご挨拶

今年の山71ヲは悔f:1、iあけのないま
ま秋を迎えるという異常気象です

が、東京支部の背織にはご清栄で

お過しのことと拝察'1'し卜ーげます。
H頃、鷹桜同窓会には栴別のご

高配を賜っておりますこと心から

御礼"， し上げます。

現在!日!窓会員は一万九千余名を数え、支部は貴

支部を始め 1-七支部を数え、会長i各伐のお)Jでl順
調に発展していること、イT難し、ことと心から感謝

巾し kけ‘ます。

おかげ織で白lい1.以米の校訓である f)J物備予我」

の精神を継承する町校長井高校も、現在県ド有数

の進学・校として名を馳せ、 X背11活動も活発て¥置

賜ーの実)Jを誇っており、文武Ilfij道に日:り、校運

いよいよ隆盛の一途をたどっていることは嬉しい

限りです。

~故郷に遊ぶ~

渓流釣りを続けて30年になる。

渓流魚、の美形体に魅せられ、東北

各地で入渓 したが、野川ノド系は、

tりなり魅力ある渓相と 言えよう。
平野合子の集落から13km科の山路

を登れば、木地山ダムj砂lに着〈 。

途中の菅野ダム、第二発電所の辺りまでは、数

年後に完成予定の長井ダムの取り付け道路工事が

相当に進行しており、谷を跨ぐコンクリー卜僑が

圧倒してくれる。合地沢出合いの橋をi度ると、曲

りくねった急坂となる。舗装されているものの、

道幅も狭〈、運転は慎重第ーである。

沢から道路が離れる辺りから、入手の入った杉

林が兄えてくる。この辺りには、墓石も伐ってい

るそうで、先人の居住を偲ばせるところである。

fI土庁l峰の稜線が見えてくれば、道路は平lf1.になり、

木地山ダムへと統〈 。湖畔にはダムiMI完成に尽く

渡部健二

同窓会の組織拡大と活動の充実に伴い、財政の

確立が懸案事項となっていましたが、昨年の総会

で「同窓会運営会費制度」の新設について提案し

たところ背織のご理解を得て可決いただきました。

多くの会員の方々からご賛同を得て納入いただ

きました。おかげ様で同窓会も母校の応援団とし

ての役割を果すことができました。心から御礼を

申し←卜.げます。千成十二年母校は八イ一周年の節日

の年を迎えます。八月二十一日母校八十周年記念

事業実行委只会を設立しました。 IU講t~・の補強修

理を始め、控学の松石積石組設置工事、記念誌の

発刊、同窓会名簿の刊行等々が予定されておりま

す。この後各常任委員会等で検討をいただきご案

内申しあげることになっています。経済が破綻し

大変な昨今ですが、何分よろしくおねがし、します。

高橋邦男
三菱自動車工業株式会社部長代理

(11百平1124年卒)

された関係者の顕彰碑が建っている。

昭和20-30年代の市町村関係者の氏名が、次々

と思い浮かべ、られる。この夏 2度野川の渓流に遊

んだが、初l畔からの祝瓶iJl (l417m)の眺望に恵

まれなかったのが残念でならない。もし111に美男

美女が有るとすれば、朝日岳は美男であり祝瓶山

は差し詰め芙女であると思っている。

岩魚と遊ぶ渓は、湖畔から上流へ数km、祝瓶山

荘上流迄の本支流である。ダム湖から湖上する宕

魚と遊ぶ渓流が一致すれば、思わdユ釣果を得る。

その魅力に取り付かれ、毎年故郷に遊ぶのである。

間もなく訪れる紅葉の季節もまた素晴らしい景観

です。深山幽谷、撫、みず楢の原生林も |間近にあ

り、向然の豊かさに感動されることでしょう。長

井から車て、、 1fI寺間半で祝瓶山荘に着きます。悪路

に充分注志、して訪ねてみて下さい。

(昭和29年卒)
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故郷・新名所・再発見
~古代の丘~

長井市のIf岡I也氏にある 『内代の斤;J を佐IJ存知

て"しょうか?

長井の'1'心か ら同恨方面に，p:で約15分の内山の
山麓、風光lりJyJfjな地域の"，に 『占代の丘資料航』

を'1'心として r長者屋敷泣跡』・『太陽の!ぶI;)}iJ • 

rt偶群像』などの施設が点復しています。

今同は、故郷の新名所としてこの 『市代の任』

を東京鷹桜同窓会の会員の皆様に御案内をしたい

と思います。また、ここにはパンガ、ロ一等の施設

もありますので御家族全員で栄しめると思います。

奇妙な顔だち、ユーモラスな体つきをした 1--偶。

引用は最初から様れる目的でつくられる場介が多

〈、完全な形てや出十.する4)~は希です。

祈りや祭 'J~ に使用されたものであろうと忠われ

ます。実物は粘土を焼いた物で約30cm伎の大きさ
ですが、ここでは強イヒプラスチックを素材に拡

大・復元したものが、広場の-j1Jで皆さんをお待

ちしております。

古代の空気に触れた気分を庁空の下てや味わうの

も大変おもしろい事fごと思います。

『内代の斤会資料館』には長井市内の遺跡から出仁

した考古資料が収1歳・展示しであります。

常設の展示室に一歩入札うす暗いタイムトン

ヰ、ノレを抜けると、竪穴式住居の"，に11'，て一挙に数
千年をタイムスリップした気分に浸る事になりま

す。

展示物は、 IUイi掠時代から純文Hキ代の資料カr"，
心であり、河井JIJ遺跡群から 11'，1:したナイフ型石

掠は置賜盆地の川石器時代を調べるうえで大変1't
41な資半斗となっています。

また、施設の'1'には江戸時代の終わり頃につく
られた濯i段用の堤、 rrl'里堤』があり、釣りの名所ー
としても知られる犯は休日には多くの大公望で賑

わっております。

rT土[代の丘』の住所は、長井市平:岡2768-1、資料
館の電話番号は0238-88-9978、1fj:週月曜日が休6r;
円、イ旦し12月1611から 4月15FIの間もf木館となり
ます。入館料は無料です。

帰郷の際には符さんで是非足をやl'ばされてはい
かがでしょうか。
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く〉事務局からのお知らせく〉

(1) 活動報告 ('lL成 9年分)

10月 案内状送付作業(モ-j'ln
総会担当学年46年卒 ・サブ半年31年卒

事務局等約30名にて総会最終打令せ

11月 総会(飯田橋 ・摩天楼大飯!日

140名余の出席で大レに盛り上がる
活動報告 (平成10年分)

2月 9年度総会反省会、及び新年会

役員 ・学年幹事 ・事務同等約20名

6月 事務局会議(名簿の補足修正作業等)

7月 本音11総会事務局長出席

8月 学年幹事会(モー古)43名!I'I}i市

本年総会を11月14日(土)に決定

(2) 平成9年度会計報告(平成10年 3月311=1現在)

〈収入> <支出〉

前年度繰越令 982，332 総会費 850，750 

年会費 688，420 事務官 298，605 

総会費 914，300 会議官 37，500 

往[1祝金 70，000 印刷費 342，584 

受取利息 1，455 通信1~ 296，725 

本部協)J金 50，000

青r 2，656，507 計ゅ 1，876，164 

次期繰越金 780，343 

(3) 平成10年度総会相当学年代表

本担当/昭和31年卒 丸川毅 ・符沢昇

菅野清子・大谷礼子

準担当/昭和45年卒佐藤智平11・li'山和弘
荘司f言明 ・中間啓子

本年総会ゲスト/ 水野多門先生

小林征二郎先生(前校長)

〈事務局より〉

平成9年度総会は、 140名余の参加人数でした。

ゲストの育問誠一先'1:の変わらない{~:々しさには

一同本当に驚ろかされました。

8月22Rに行なわれた学年幹事会の様子を御報

告いたします。昨年度より、本書11同窓会の会計が

逼迫のため全|百l窓生より会費をm<引が決定され
ました。当支部としては、同じ|日l窓会のI11での二
重負担、また経費の重複等も考え、なんとか一本

化できないか、 との提案をいたしましたが受け入

れられませんでした。当幹事会でも議題 tしまし

たが、反目する事は本意てないため様子をみなが

ら一本化の道を探ろうという事になりました。

また、総会担当学年の件も議l題題となりi、今まてでで
、ザ、

の無作為な選出方法てでで、
p、

1はlはま長期的には選/山|

なるおそれカがfあるため、事務局を増tlし担当学年
と共に運営しては、 との意見もあり今後の検討課

題としたいと思います。

学年幹事会は懇親の場でもあります。ナス漬 ・

玉コンニャク・松茸御飯など懐しい昧に舌鼓を打

ちながら、話の花が咲きました。会長が各テーブ

ノレをInlられながら、親しく談笑される様チは会の

一体J訟を醸し出し、前会長の嬰蝶たるおう安は信頼

!惑を、 II~~和 4 年卒の相談役桑島喜平さんの慈愛溢

れるまなざしは世代を越える友愛をJ同窓会はい
λーもんだすと心から感じられたー 11でした。

きて、本年の総会でも多くの背様とその楽しさ

を味わいたいと念願しております。

。編集後記と「お詫び」。

昨年の会報を発行するにあたり、不手際により、

鈴木先生 ・大場先生並びに常任幹事の上屋東ーさ

んに大変な御迷惑をおかけいたしました事深くお

詫び申し上げます。

今後は十分な注意を払い編集進行にあたりたい

と思います。申し訳ございませんでした。

また、 H昨宇ドf年F原稿を御執筆いたfだだごご凸，、fたJ大場イ小、叶|

先生カがf本年六月径倒御[1逝去されました。

心より御冥福をお祈りするとともに会員の皆様

に御幸肘汁lし上げます。

昨年の長m先生の彫塑館の御案内に続き、長井
市の 『古代の丘』を取材いたしました。いかがで

したてザしょうか。

故郷も円-1=1と新しくなっているようです。
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